
（注）記載事業は主なものであり、合計額は一致しない。

Ⅱ 「喫緊の課題」への対応 ７億円

令和２年度１１月補正予算の概要

国予備費への対応をはじめとする「新型コロナ」対策
に加え、「喫緊の課題」に切れ目なく対応！

　■冬の閑散期に向けた県内観光需要の喚起
「冬のとくしま応援割」実施事業 113,000

　■中小・小規模事業者等の「新しい生活様式」対応支援
○ＷＩＴＨ・コロナ「新生活様式」導入応援事業 420,000
新型コロナウイルス感染症対策啓発強化事業 12,000

　■検査・相談体制の強化
「受診・相談」機能強化事業　★ 30,000

　■医療提供体制の強化
○入院患者のための病床確保事業　★ 5,256,576
○軽症者等の療養体制確保事業　★ 401,903
○医療従事者支援事業 360,000

Ⅰ 「新型コロナ」対策 ６６億円

　■家畜防疫体制の強化
高病原性鳥インフルエンザ緊急対策事業 96,000

　■リタイアインフラを活用した広域物資輸送拠点の整備
「旧印刷センター」防災拠点施設等改修実施設計事業 77,000

　■大規模災害に備えた車両への燃料供給体制の確保
災害時燃料供給体制確保事業 25,630

　■避難所等における歯科保健活動に必要な器材の整備
災害時歯科保健医療提供体制整備事業 10,000

　■特別支援学校の機能強化
新時代対応！国府支援学校整備事業 395,000

[うちR3～R4債務負担行為　355,500]

　■県収納金のコンビニ・電子収納の推進
一般歳入金キャッシュレス決済推進事業 5,000

●コロナ対策予算累計
８０２億円

予算額７３億円
（うち債務負担行為４億円）

暮らしと命を守る

（金額単位：千円）

業と雇用を守る

新しい生活様式の確立

鳥インフルエンザへの対応

ダイバーシティとくしまの実現

行政デジタル化の加速

HPはこちらから

★＝国予備費対応

災害列島対策

（主な事業）


